
2月22日
2月24日
2月26日
2月29日
3月　2日
3月　4日
3月7・8・10日
3月14日
3月15日
3月16日
3月18日

本会議／開会、施政方針、市長提出議案の上程及び説明
当初予算説明会
本会議／市長提出議案の質疑及び委員会付託
市民生活委員会・建設経済委員会
総務政策委員会・教育厚生委員会
予算決算委員会（補正予算）
予算決算委員会（当初予算）
本会議／一般質問
本会議／一般質問
本会議／一般質問
本会議／委員長報告・質疑・討論・採決、閉会

●平成28年度当初予算

●委員会報告

●政務活動報告

P4～5

P6～7

P14～15

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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第16号

ツツジ咲く広瀬川河岸

市議会だより市議会だより市議会だよりあまくさあまくさAMAKUSAAMAKUSA

　毎年、春の広瀬川河口付近の両岸
を彩るヨドガワツツジ。平成24年
度には「第25回くまもと景観賞“水
と緑の景観賞”」も受賞しています。
　４月中旬のこの日は、満開の花に
誘われ、天草あゆみ保育園の園児た
ちも散歩に訪れていました。
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※起立採決を行ったものに限ります。（○は賛成、×は反対）　　※田中茂議員は議長職のため、表決には加わりません。
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議第15号
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可　決

可　決

可　決

不採択

不採択

可　決

議
員
名

議　案

賛　　否　　表
天草市民センター条例及び天草市牛深総合センター条例の一部を改正する条例の制定について
平成28年度天草市一般会計予算
平成28年度天草市国民健康保険特別会計予算
「沖縄県名護市辺野古における米軍新基地建設の中止を求める意見書」の採択を求める請願書（継続）
「戦争法の採決強行に抗議し法の廃止を求める意見書」の採択を求める請願書（継続）
ＴＰＰ参加に反対し情報公開と国会審議の徹底を求める意見書の提出について

議第15号

議第59号

議第60号

請願第5号

請願第6号

議員提出第2号

平成２８年 第１回天草市議会（定例会）議案
議 案 番 号 件　　　　　　　　　　名 付 託 先 議決の結果

報告第１号

総務政策 原案可決

――

総務政策 原案可決

総務政策 原案可決

総務政策 原案可決

総務政策 原案可決

総務政策 原案可決

総務政策 原案可決

総務政策 原案可決

総務政策 原案可決

議第１号

議第２号

議第３号

議第４号

議第５号

議第６号

議第７号

議第８号

議第９号

議第１０号

議第１１号

議第１２号

議第１３号

議第１４号

議第１５号

議第１６号

議第１７号

議第１８号

議第１９号

議第２０号

議第２１号

議第２２号

議第２３号

専決処分事項の報告について（交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定めるもの。）
天草市議会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について（地方公務員災害補償法施行令の改正に伴い、傷病補償年金及び休業補償
の額に乗じる調整率を変更するもの。）

議 案 番 号 件　　　　　　　　　　名 付 託 先 議決の結果

総務政策 原案可決

議第２６号

議第２７号から
議第４４号

議第４５号から
議第５８号

議第５９号から
議第７２号

指定管理者の指定について（志柿地区コミュニティセンターほか18施設の指定管理者を指
定するもの。）

予算決算

予算決算

原案可決
平成27年度天草市一般会計補正予算（第7号）
平成27年度天草市特別会計補正予算　国民健康保険特別会計補正予算（第2号）など11件
平成27年度天草市企業会計補正予算　病院事業会計補正予算（第2号）など2件

原案可決
平成28年度天草市一般会計予算
平成28年度天草市特別会計予算　国民健康保険特別会計予算など10件
平成28年度天草市企業会計予算　病院事業会計予算など3件

― 同　意

農業委員会委員の任命について（鶴田雄士〔本渡町〕、黒川紀世子〔下浦町〕、富﨑ますみ
〔亀場町〕、中川　徹〔深海町〕、松下二六一〔久玉町〕、本田　実〔有明町〕、井島安一
〔御所浦町〕、稲田秀敏〔倉岳町〕、宮﨑義一〔栖本町〕、中村三千人〔新和町〕、山本隆久
〔五和町〕、小堀田幸一〔天草町〕、嶋田浩二〔河浦町〕）

総務政策 原案可決天草市過疎地域自立促進計画（平成28年度～32年度）の策定について（天草市過疎地域自
立促進計画を定めるため、議会の議決を求めるもの。）

議第７３号 教育厚生 原案可決
天草市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定
について（家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準等の改正に伴い、条例を改正す
るもの。）

議員提出
第１号 ― 原案可決

意見書提出
世界遺産候補「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」の推薦取り下げによる今後の取り組
みと国内推薦に関する意見書の提出について

議員提出
第２号 ― 原案可決

意見書提出ＴＰＰ参加に反対し情報公開と国会審議の徹底を求める意見書の提出について

議員提出
第３号 ― 原案可決

意見書提出奨学金制度の拡充等を求める意見書の提出について

議第７４号

議第７５号から
議第８７号

総務政策 原案可決

天草市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について（非常勤消防団
員等に係る損害補償の基準を定める政令の改正に伴い、条例を改正するもの。）（非常勤消
防団員等の公務上の災害等に対する損害補償に関し、同一の事由により他の法律による年
金たる給付が支給される場合における傷病補償年金及び休業補償の額に乗じる調整率の改
定を行うもの。）

天草市議会議員に対する議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例の
制定について（国の人事院勧告及び県の人事委員会勧告を参考に、議員、市長、副市長、
教育長及び病院事業管理者の期末手当を改定するため、条例を改正するもの。）
天草市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について（国の人事院勧告
及び県の人事委員会勧告を参考に、職員の給与等を改定するため、条例を改正するもの。）
天草市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について（国の人事院勧
告及び県の人事委員会勧告を参考に、職員の退職手当等を改定するため、条例を改正する
もの。）
天草市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
（職員給与等の改定、県内各市との比較を踏まえ、非常勤職員の報酬等の見直しを行うた
め、条例を改正するもの。）
天草市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等の一部を改正する条例の制定につい
て（地方公務員法及び地方独立行政法人法の改正に伴い、人事行政の運営等の状況の公表
事項の変更等を行うため、条例を改正するもの。）
天草市職員の退職管理に関する条例の制定について（地方公務員法及び地方独立行政法人
法の改正に伴い、退職管理の適正を確保するため、条例を制定するもの。）
天草市表彰条例を廃止する条例の制定について（現在の本市の実情に合わせた取扱いがで
きるよう規則に一本化するため、条例を廃止するもの。）
天草市運動広場条例の一部を改正する条例の制定について（本渡東運動広場及び御所浦テ
ニスコート場を廃止するため、条例を改正するもの。）

総務政策 原案可決天草市武道場条例の一部を改正する条例の制定について（新和弓道場を廃止するため、条
例を改正するもの。）

総務政策 原案可決
天草市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定について（不当景品類及び
不当表示防止法等の一部を改正する等の法律の公布に伴い、消費生活センターについて条
例で定めなければならないため、条例を制定するもの。）

教育厚生 原案可決

天草市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例及
び天草市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定について（介護保険法等に関係する基準の改正に伴
い、小規模通所介護が地域密着型通所介護へ移行することから、条例を改正するもの。）

建設経済 原案可決

天草市税条例の一部を改正する条例の制定について（地方税法等の一部を改正する法律の
施行等に伴い、徴収猶予制度の一部が地方公共団体に条例委任されるため、条例を改正す
るもの。）

市民生活 原案可決

天草市多目的集会所条例の一部を改正する条例の制定について（城河原多目的研修施設を
廃止するため、条例を改正するもの。） 建設経済 原案可決

天草市民センター条例及び天草市牛深総合センター条例の一部を改正する条例の制定につ
いて（指定管理者に公の施設の管理を行わせるため、条例を改正するもの。）

建設経済 原案可決

天草市﨑津集落ガイダンスセンター条例の制定について（公の施設を新たに設置するため、
条例を制定するもの。） 建設経済 原案可決

天草市建築審査会条例の一部を改正する条例の制定について（建築基準法の改正に伴い、
審査会委員の任期を明記するため、条例を改正するもの。）

建設経済 原案可決
天草市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（いわゆる建築物省エネ法が新た
に施行されることに伴い、各種認定申請に係る手数料の額を定めるため、条例を改正する
もの。）
天草市立小・中学校設置条例の一部を改正する条例の制定について（平成30年4月1日に、
志柿小学校、本渡東小学校及び瀬戸小学校を統合して本渡東小学校を設置し、並びに大楠
小学校、浦和小学校及び島子小学校を統合して新たに有明小学校を設置することに伴い、
条例を改正するもの。）

教育厚生 原案可決

天草市奨学生選考委員会条例の一部を改正する条例の制定について（天草市合併後10年を
経過し奨学生選考の基準等が確立されたことに伴い、委員の定数を削減するため、条例を
改正するもの。）

教育厚生 原案可決

天草市教育振興審議会条例の制定について（第2期天草市教育振興基本計画を策定するに
あたり、新たに審議会を設置するため、条例を制定するもの。） 教育厚生 原案可決

天草市町民センター条例の一部を改正する条例の制定について（複数ある施設の名称を地
区コミュニティセンターに一本化するため、条例を改正するもの。） 教育厚生 原案可決

天草市ふれあいセンター条例の一部を改正する条例の制定について（複数ある施設の名称
を地区コミュニティセンターに一本化するため、条例を改正するもの。） 教育厚生 原案可決

議第２４号

議第２５号

市民生活 原案可決
天草市下水道条例の一部を改正する条例の制定について（公益財団法人熊本市下水道技術
センターと公益財団法人熊本市水道サービス公社が合併し、新たに公益財団法人熊本市上
下水道サービス公社が設置されるため、条例を改正するもの。）

総務政策 原案可決第２次天草市総合計画基本構想及び前期基本計画の変更について（天草市総合計画の基本
構想及び基本計画を変更するため、議会の議決を求めるもの。）



中央図書館・中央保健センター・男女共同参画セン
ター・本渡地区公民館・勤労青少年ホームを集約し
た複合施設整備に係る測量業
務、地質調査業務委託料等
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１００万円

３，２６０万円

４，０００万円

９，６３０万円

運用利子収入及び寄附金の増

本渡地域複合施設整備推進事業

１，８７７万円

一定の条件を満たした老朽危険空き家等の除去に
対して、解体等に要する費用の1/2（50万円）を
上限に補助を行う事業

廃屋及び空き家等対策事業

２，０００万円

御所浦島民及び島民以外を対象とする定期航路を
利用する全ての方を対象に、旅客運賃をバス運賃と
同程度に軽減（約３０％）するための補助金

御所浦定期航路運賃割引事業補助金

５，３２３万円

地域農業再生協議会等が作
成する「産地パワーアップ計
画」に位置づけられた農業者
等がデコポン屋根掛けハウス
（低コスト型）を導入するこ
とに対する資材費及び施工
費の助成を行う事業

産地パワーアップ事業

７，８４６万円

有害生物駆除委託料、イカ産卵施設設置委託料、藻
場造成等資源回復工事等に係る事業費

水産資源回復・基盤整備事業

３，２９０万円

観光の目玉である「イルカウォッチング」の拠点とな
る施設（仮称）イルカセンターの施設整備に係る実
施設計業務委託料等

（仮称）イルカセンター整備事業

２，５７５万円

熊本天草幹線道路（第二瀬戸大橋）の整備に係る
建物等報償費等

熊本天草幹線道路連絡街路整備事業

２億８，６０２万円

６カ所の地域包括支援センターに生活支援等サー
ビスの提供体制の構築に向けた生活支援コーディ
ネーターを７名配置するための委託料等

生活支援体制整備事業（介護保険特別会計）

2,406万円

平成28年度から市内22校全ての小
学校において、英会話科を創設し、英
会話教育を実施するための事業費
１～２年生…年２０時間
３～６年生…年３５時間

英会話科推進事業

１，２０５万円

国の政策によりアナログ波からデジタル波への移行
が進められており、市民へ迅速かつ正確な災害予警
報を伝達する体制を整備し、自然災害及び火災等か
ら市民の生命、財産等を守ることを目的として一体
的な運用（一斉放送等）ができるように整備を行い、
インターネット、メール、Ｊアラート等の多様な情報
手段との連携を図る。
また、平成29年度～同30年度事業において、希望
世帯には戸別受信機を配布し、平時には行政区ごと
の情報伝達に活用する。

防災行政無線整備事業

９億１，１６２万円

個人所有で居住している住宅のリフォーム工事を行
う場合、１０万円以上の工事費（税抜）に対して、２/  
１０（２０万円）を上限に商品券による補助を行う事業

住宅リフォーム助成事業

１億円

平成２８年度～同２９年度にかけて行うコミュニティ
エフエム局の設置に係る施設・設備等の整備に係る
事業費

コミュニティエフエム局設置事業

９，１２０万円

【御所浦地域高速通信網整備】
御所浦地域振興策の一環として行うブロードバン
ド及びケーブルテレビ整備に係る工事費等

地域情報化事業

１億６，０４２万円
【携帯電話等エリア整備】
携帯電話の利用ができない天草町高浜地区北皿山
地区について、民間事業者の協力を得て行う通信
環境整備に係る工事費等

４，２３８万円

臨時福祉給付金事業
【年金生活者等支援臨時福祉給付金】
●低所得の高齢者向けの給付金
平成２７年度の臨時福祉給付金の対象者のうち、平
成２８年度中に６５歳以上となる者

３万円×１万７，０００人＝

　　　　５億１，０００万円

【臨時福祉給付金】
市町村民税（均等割）が課税されていない者（市町
村民税〔均等割〕が課税されている者の扶養親族等
及び生活保護制度内で対応される被保護者等は除
く。） ３，０００円×２万７，０００人＝

　　　　　 ８，１００万円

●低所得の障害・遺族基礎年金受給者向けの
　給付金
平成２８年度の臨時福祉給付金の対象者のうち、障
害基礎年金又は遺族基礎年金を受給している者
（上記該当者を除く。）

３万円×１，１００人＝３，３００万円

自転車を活用した天草の
観光促進事業
（地方創生加速化交付金事業）
サイクリストの受入体制の整備等
に係る事業費

魅力ある観光地域づくり
連携事業
（地方創生加速化交付金事業）
観光客受入体制の整備や天草ブラ
ンド化の推進等に係る事業費

個人番号カード交付等
事務経費

マイナンバーカードの製造・発行等
に係る負担金の増

１，４７２万円

「しごと創生」支援事業
（地方創生加速化交付金事業）

起業創業・事業規模拡大に取り組む
者への支援に係る補助金

電算システム整備事業

情報システムセキュリティ強化対策
に係るシステム整備等の事業費

７，９５１万円

担い手確保・経営強化
支援事業

中心経営体が行う農業機械等の
導入に係る補助金

移住・定住促進対策事業
（地方創生加速化交付金事業）

サポートセンターの設立に向けた
移住・定住策に係る事業費

１，５８０万円
地方バス路線運行維持
対策費

利用者減少とコスト高騰による損失
補てんに係る補助金の増

２，４７５万円

ふるさと応援寄附基金
積立金

４，２０５万円

補正予算の主なもの補正予算の主なもの平成27年度一般会計
補正後の総額補　正　額

５億３，４６０万円 ５６６億１０１万円

特別会計予算

一般会計予算５２４億９，３６８万円
２９３億９，８７１万円

平成28年度 当初予算

主な事業

総事業費
（平成27年度～同30年度）は、28億4,044万円

平成28年度は、実施設計、施工監理業務、整備事業
工事に係る事業費



常任委員会報告

「
天
草
市
一
般
会
計
予
算
」

議
第
59
号

予
算
決
算
委
員
会

天
草
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
　

議
第
６
号

天
草
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

組
織
及
び
運
営
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
11
号

天
草
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
73
号

天
草
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
13
号

天
草
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
（
平
成
28
年
度
〜
32
年
度
）

の
策
定
に
つ
い
て
。

議
第
26
号

　

２
月
26
日
の
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た

案
件
（
条
例
26
件
、
予
算
〔
補
正
も
含

む
〕
28
件
、
そ
の
他
20
件
）
を
５
つ
の

常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
委
員

会
審
査
に
お
け
る
主
な
質
疑
と
そ
の
答

弁
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■問　

人
事
評
価
者
訓
練
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
。

■答　

本
市
で
は
、
人
事
評
価
者
研
修
を

導
入
し
て
３
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
公

平
な
評
価
の
精
度
向
上
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
評
価
結
果
を
、
昇
給
、
勤

勉
手
当
に
反
映
さ
せ
る
と
共
に
、
職
員

の
研
修
会
に
合
わ
せ
、
評
価
者
で
あ
る

管
理
職
の
研
修
も
充
実
さ
せ
て
い
く
。

■問　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容

に
つ
い
て
。

■答　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
の
市

民
の
身
近
な
窓
口
と
し
て
、
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
対
す
る
適
切
な
助
言
・
相
談

等
を
行
い
、
そ
の
情
報
等
を
関
係
機
関

に
提
供
し
、
被
害
の
未
然
防
止
、
拡
大

の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

■問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
局
の
整

備
理
由
に
つ
い
て
。

■答　

防
災
無
線
の
補
完
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
目
的
に
計
画
し
、
平

成
26
年
12
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
周
波

数
の
調
査
を
行
い
、
九
州
総
合
通
信
局

と
協
議
を
重
ね
、
今
年
度
よ
り
２
カ
年

計
画
で
実
施
す
る
。

■問　

納
税
の
猶
予
制
度
と
、
そ
の
申
請

要
件
に
つ
い
て
。

■答　
「
徴
収
の
猶
予
」と「
換
価
の
猶
予
」

の
２
種
類
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
納
税
に

つ
い
て
誠
実
な
意
思
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

「
徴
収
の
猶
予
」
は
、
災
害
や
病
気
、

事
業
の
廃
止
・
休
止
な
ど
に
よ
り
納
税

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
申
請
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
「
換
価
の
猶
予
」

は
、
直
ち
に
換
価
す
る
よ
り
も
猶
予
を

行
う
方
が
徴
収
上
有
利
な
場
合
や
、
事

業
の
継
続
・
生
活
の
維
持
が
困
難
な
場

合
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

※
換
価
と
は
…
差
し
押
さ
え
た
財
産
な

　

ど
を
金
銭
に
か
え
る
こ
と
。

■問　

﨑
津
集
落
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

の
規
模
・
概
要
な
ど
に
つ
い
て
。

■答　

木
造
平
屋
建
て
で
、
待
合
い
ロ
ビ

ー
に
お
い
て
初
め
て
﨑
津
集
落
を
訪
れ

た
人
に
地
域
の
歴
史
的
・
文
化
的
価

値
、
集
落
へ
入
る
上
で
の
マ
ナ
ー
、
教

会
の
拝
観
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
主
た
る
業
務
と
し
、
こ
の
他
に
観

光
案
内
や
、
み
や
げ
品
の
販
売
コ
ー
ナ

ー
、
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
、
多
目
的
ト

イ
レ
を
有
し
、
道
路
情
報
コ
ー
ナ
ー
な

ど
道
の
駅
の
機
能
も
兼
ね
備
え
て
い

る
。
設
置
後
１
年
目
は
直
営
で
運
営

し
、
管
理
経
費
や
運
営
上
の
課
題
を
整

理
し
た
上
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
指
定

管
理
へ
移
行
し
た
い
。

■問　

指
定
先
・
条
件
な
ど
に
つ
い
て
。

■答　

市
営
住
宅
の
指
定
管
理
者
を
有
限

会
社
L
．S
．C
、
有
限
会
社
天
草
企
画

及
び
O
S
A
F
U
N
E
企
画
設
計
室
で

構
成
す
る
L
．S
．C
グ
ル
ー
プ
に
指
定

す
る
。
指
定
管
理
期
間
は
、
本
年
７
月

１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
。

■問　

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
施
設

数
と
受
け
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
。

■答　

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
施
設
は

市
内
に
11
カ
所
あ
り
、
利
用
定
員
に
対

し
て
、
施
設
に
よ
っ
て
は
80
％
ぐ
ら
い

の
利
用
が
あ
る
。
通
所
介
護
事
業
所
の

種
類
か
ら
す
る
と
、
認
知
症
通
所
介
護

の
ほ
か
に
一
般
の
通
所
介
護
の
施
設
も

あ
り
、
現
在
、
市
内
に
は
49
の
指
定
事

業
所
が
あ
る
。
今
後
、
認
知
症
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
検
討
を
次
期
の
介
護
保
険
計
画
で
行

っ
て
い
く
。

■問　
「
保
育
士
の
配
置
基
準
」に
つ
い
て
。

■答　

こ
れ
ま
で
は
、
保
育
士
の
資
格
取

得
者
が
保
育
を
行
う
べ
き
と
こ
ろ
を
、

乳
児
が
４
名
以
上
い
る
場
合
に
は
、
看

護
師
１
名
は
保
育
士
と
み
な
し
て
き

た
。
今
後
は
３
歳
か
ら
５
歳
児
を
保
育

す
る
場
合
に
は
、
幼
稚
園
教
諭
、
小
学

校
及
び
養
護
教
諭
も
保
育
士
と
み
な
し

保
育
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
。

　

今
回
か
ら
議
長
を
除
く
全
議
員
に
お

い
て
予
算
決
算
委
員
会
を
設
置
し
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

■問　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
寄
附
メ

ニ
ュ
ー
で
一
番
多
い
メ
ニ
ュ
ー
と
地
域

別
寄
附
件
数
の
内
訳
に
つ
い
て
。
ま

た
、
周
知
方
法
に
つ
い
て
。

■答　

現
在
５
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、

「
市
長
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
」
が
１
，３

３
９
件
、
金
額
で
約
３
，４
０
０
万
円

と
最
も
多
い
。
地
域
別
で
は
、
関
東
地

域
が
１
，８
６
９
件
で
、
近
畿
地
域
の

６
３
６
件
、
九
州
地
域
の
５
８
０
件
で

あ
る
。
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
「
ふ

る
さ
と
会
」
等
の
ほ
か
、
「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
と
い
う
サ
イ
ト
に
登
録
し

て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
寄
附
が
こ
の
サ

イ
ト
を
通
じ
て
寄
附
さ
れ
て
い
る
。

■問　

複
合
施
設
整
備
と
太
田
町
・
水
の

平
線
道
路
整
備
の
関
連
に
つ
い
て
。

■答　

天
草
市
公
共
施
設
再
配
置
基
本
計

画
の
中
で
、
本
渡
地
域
に
点
在
す
る
老

朽
化
し
た
、
中
央
図
書
館
、
中
央
保
健

セ
ン
タ
ー
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、

本
渡
地
区
公
民
館
及
び
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
の
５
施
設
を
旧
本
渡
中
学
校
跡
地

に
集
約
し
た
複
合
施
設
を
建
設
す
る
計

画
。
敷
地
面
積
は
、
２
万
７
，９
３
０

㎡
、
う
ち
駐
車
場
を
含
め
た
複
合
施
設

面
積
は
、
１
万
４
，７
０
０
㎡
で
あ

る
。
ま
た
、
太
田
町
・
水
の
平
線
道
路

整
備
の
代
替
地
と
し
て
、
４
，０
０
０

㎡
確
保
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

本
年
度
天
草
市
複
合
施
設
建
設
基
本
計

画
を
策
定
し
、
平
成
28
年
度
中
に
は
、

市
民
の
皆
様
に
ご
意
見
を
伺
い
た
い
。

■問　

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い

て
。

■答　

雇
用
創
出
型
の
次
世
代
高
生
産
性

園
芸
施
設
の
建
設
に
対
し
補
助
す
る
。

事
業
主
体
は
、
天
草
地
域
ト
マ
ト
生
産

組
合
で
面
積
80
ア
ー
ル
、
実
施
場
所
は

佐
伊
津
町
、
河
浦
町
、
五
和
町
と
の
こ

と
。

■問　

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容

や
取
り
組
み
に
よ
る
成
果
に
つ
い
て
。

■答　

養
殖
業
者
の
魚
病
診
断
や
赤
潮
の

情
報
提
供
を
主
な
業
務
と
し
、
そ
の
他

に
ヒ
ジ
キ
の
養
殖
試
験
や
マ
ガ
キ
の
種

苗
生
産
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

■問　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
聖
地
・
天
草

推
進
事
業
業
務
委
託
料
と
推
進
補
助
金

の
関
係
に
つ
い
て
。

■答　

推
進
事
業
業
務
委
託
料
は
、
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
の
聖
地
天
草
を
活
か
し
た

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
関
連
商
品
の

開
発
な
ど
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
係
る
委

託
料
で
、
推
進
補
助
金
は
、
第
４
回
世

界
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
会
議
や
関
連
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

等
の
実
施
に
係
る
補
助
金
で
あ
る
。

■問　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ

い
て
。

■答　

平
成
27
年
度
当
初
、
市
内
13
カ
所

の
児
童
ク
ラ
ブ
に
運
営
を
委
託
し
て
い

る
。
ま
た
、
保
育
所
が
自
主
的
に
行
っ

て
い
る
地
域
活
動
事
業
も
受
け
皿
と
な

っ
て
い
る
。
本
渡
地
域
は
受
け
皿
が
不

足
し
て
い
る
が
、
亀
川
小
学
校
区
に
開

所
さ
れ
た
児
童
ク
ラ
ブ
が
送
迎
も
行
わ

れ
る
の
で
、
校
区
外
の
受
け
入
れ
も
、

今
後
進
む
状
況
に
あ
る
。

■問　

子
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て
。

■答　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
対

象
と
な
る
小
学
生
が
対
象
で
、
春
休

み
、
夏
休
み
の
長
期
休
暇
期
間
等
に
児

童
を
受
け
入
れ
る
事
業
で
、
平
成
28
年

度
は
、
有
明
地
区
、
御
所
浦
地
区
、
宮

地
岳
地
区
で
実
施
予
定
。
社
会
福
祉
協

議
会
、
地
区
振
興
会
等
に
委
託
す
る
。

■問　

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
と

い
じ
め
防
止
対
策
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー

と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
。

■答　

連
絡
協
議
会
は
校
長
の
代
表
、
法

務
局
の
天
草
支
局
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
会
長
等
の
14
名
か
ら
構
成
さ
れ
、

審
議
会
は
専
門
性
の
あ
る
方
と
し
て
、

弁
護
士
、
医
師
、
大
学
准
教
授
、
臨
床

心
理
士
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
５
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

■問　

薬
剤
師
の
確
保
に
つ
い
て
。

■答　

大
学
や
協
会
等
が
開
催
す
る
就
職

活
動
セ
ミ
ナ
ー
に
出
向
い
て
の
説
明
の

ほ
か
、
民
間
と
の
給
与
格
差
を
是
正
す

る
た
め
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
初
任

給
調
整
手
当
を
５
万
円
か
ら
10
万
円
に

引
き
上
げ
、
募
集
を
行
っ
た
。
現
在
の

勤
務
先
の
給
与
を
ベ
ー
ス
に
相
談
に
応

じ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
立
て
で
薬

剤
師
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

6あまくさ市議会だより7 あまくさ市議会だより

総
務
政
策
委
員
会

市
民
生
活
委
員
会

天
草
市
﨑
津
集
落
ガ
イ
ダ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
16
号

市
営
住
宅
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
。

議
第
44
号

建
設
経
済
委
員
会

天
草
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び
天
草
市
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
12
号

教
育
厚
生
委
員
会

「
特
別
・
企
業
会
計
予
算
」

※
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濱洲  大心
議員

﨑
津
集
落
、

　
　
世
界
遺
産
再
推
薦
に
向
け
て

﨑
津
集
落
、

　
　
世
界
遺
産
再
推
薦
に
向
け
て

浜
﨑　

今
回
こ
そ
登
録
を
と
信
じ
た
市
民

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
の
は
必
至
、

対
策
は
。

市
長　

登
録
ま
で
の
猶
予
期
間
と
前
向
き

に
と
ら
え
、
積
極
的
な
観
光
振
興
に
取
り

組
ん
で
行
く
。

浜
﨑　

イ
コ
モ
ス
が
「
禁
教
期
」
を
よ
り

重
要
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
【
重
要
文
化

的
景
観
】
の
選
定
を
受
け
て
い
な
く
と
も
、

今
富
、
大
江
、
高
浜
な
ど
の
天
草
西
海
岸

一
帯
で
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
発
覚
し
た

「
天
草
崩
れ
」
の
地
域
ま
で
コ
ア
ゾ
ー
ン

を
拡
大
す
る
事
は
全
く
不
可
能
か
。

観
光
文
化
部
長　

構
成
資
産
の
追
加
は
、

非
常
に
困
難
で
あ
る
。

浜
﨑　

「
天
草
宝
島
観
光
協
会
」
と
の
す

み
分
け
と
、
今
後
の
方
向
性
を
お
尋
ね
す

る
。

市
長　

二
つ
の
組
織
は
、
観
光
、
物
産
を

通
じ
て
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
天
草
産

品
の
知
名
度
の
向
上
、
販
路
の
拡
大
を
強

力
に
進
め
て
い
く
。

浜
﨑　

物
産
公
社
で
旅
行
業
を
実
施
す
る

予
定
か
。

市
長　

旅
行
業
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

浜
﨑　

有
明
町
に
建
設
予
定
の
「
新
ご
み

処
理
施
設
」
の
完
成
年
度
は
。

市
長　

平
成
34
年
度
の
供
用
開
始
を
目
標

と
し
て
い
る
。

浜
﨑　

「
牛
深
し
尿
処
理
場
」
の
具
体
的

な
計
画
を
問
う
。

市
民
生
活
部
長　

平
成
29
年
度
中
に
施
設

解
体
を
行
う
計
画
。

浜
﨑　
「
牛
深
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」

の
今
後
の
計
画
を
お
尋
ね
す
る
。

市
民
生
活
部
長　

地
元
の
方
々
の
意
見
を

伺
い
、
地
域
か
ら
の
理
解
を
経
て
納
得
の

い
く
完
了
整
備
を
行
う
。

浜
﨑　

「
牛
深
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
も

６
年
後
に
は
廃
止
に
な
る
。
新
施
設
へ
の

持
ち
込
み
は
現
実
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

「
牛
深
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
中
継
施

設
と
し
て
是
非

検
討
し
て
頂
き

た
い
。

市
民
生
活
部
長

　

牛
深
地
域
住

民
の
納
得
の
い

く
方
向
で
前
向

き
に
検
討
す
る
。

赤
木　

４
月
か
ら
日
常
的
な
診
療
や
情
報

提
供
を
行
う
「
か
か
り
つ
け
」
の
医
師
、

歯
科
医
、
薬
局
・
薬
剤
師
に
対
す
る
制
度

改
正
が
行
わ
れ
る
。
法
改
正
に
当
た
っ
て

は
、
外
来
診
療
に
お
け
る
「
患
者
登
録

制
」
導
入
の
役
割
を
担
わ
せ
よ
う
と
見
て

と
れ
る
が
、
現
実
に
は
都
市
部
に
利
便
性

が
あ
り
、
地
方
に
は
あ
ま
り
な
じ
ま
な
い

の
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

高
齢
化
が
進
む
中
、
地

域
や
自
宅
で
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ
る

「
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
す
る
た

め
「
か
か
り
つ
け
」
の
医
師
や
薬
局
に
対

し
て
新
た
な
診
療
報
酬
を
設
け
る
。
制
度

改
正
に
よ
り
都
市
部
で
は
、
門
前
薬
局
が

身
近
に
あ
る
が
、
地
方
で
は
少
な
く
交
通

の
便
も
悪
く
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
負
担

と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

赤
木　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促

進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望
カ

ー
ド
や
啓
発
チ
ラ
シ
を
全
世
帯
に
配
布
。

ま
た
、
後
発
医
薬
品
を
利
用
す
れ
ば
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
対
象
者
に
対
し
て
、
差

額
通
知
を
年
２
回
発
行
し
て
い
る
。

赤
木　

保
健
師
や
看
護
師
の
訪
問
指
導
に

よ
る
、
過
度
の
受
診
抑
制
効
果
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

同
一
疾
病
で
月
３
つ
以

上
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
重
複
受
診
者

や
、
月
15
回
以
上
受
診
す
る
頻
回
受
診
者

に
対
し
、
訪
問
指
導
を
行
う
「
重
複
・
頻

回
受
診
者
訪
問
事
業
」
を
平
成
26
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

赤
木　

近
年
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

火
山
の
噴
火
や
台
風
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
地

震
な
ど
の
自
然
災
害
や
行
方
不
明
者
の
捜

索
な
ど
、
広
範
囲
に
効
率
的
な
情
報
収
集

が
可
能
な
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
例
が
多
く
見

ら
れ
る
。
市
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

本
市
は
面
積
が
広
く
、
切
り
立
っ

た
海
岸
線
や
離
島
、
深
い
山
あ
い
な
ど
変

化
に
と
ん
だ
地
形
で
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
効

果
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
行
政
の

中
で
も
活
用
で
き
る
業
務
は
大
い
に
あ

り
、
平
成
28
年
度
中
の
導
入
に
向
け
て
取

り
組
む
。

赤木  武男
議員

「
か
か
り
つ
け
医
・
薬
局
」に
関
す
る
制
度
改
正

小
型
無
人
機「
ド
ロ
ー
ン
」の
導
入
に
つ
い
て

「
か
か
り
つ
け
医
・
薬
局
」に
関
す
る
制
度
改
正

小
型
無
人
機「
ド
ロ
ー
ン
」の
導
入
に
つ
い
て

浜﨑  昭臣
議員

教
会
群
の
世
界
遺
産
推
薦

　
　
　
　
取
り
下
げ
に
つ
い
て

教
会
群
の
世
界
遺
産
推
薦

　
　
　
　
取
り
下
げ
に
つ
い
て

詳細はホームページで動画配信しています。 検索天草市議会

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の状況や将来に
対する方針などを質問するもので、定例会に限って行われま
す。今回の一般質問は３月14日から16日までの３日間で行
い、12人の議員が質問に立ちました。掲載原稿は質問者本人
が要約したものです。

一 般 質 問
通
告

番
号

質
　
問
　
者

質
　
　
問
　
　
事
　
　
項

濱
洲
　
大
心

赤
木
　
武
男

大
塚
　
基
生

浜
﨑
　
昭
臣

浜
崎
　
義
昭

①
﨑
津
集
落
の
世
界
遺
産
登
録
、
再
推
薦
に
向
け
て

②
人
口
減
少
抑
制
と
地
域
の
高
校
と
の
つ
な
が
り

③
小
学
校
の
部
活
動
、
社
会
体
育
移
行
に
つ
い
て

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
将
来
に
わ
た
る
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て

③
施
設
設
備
等
に
係
る
適
正
な
設
計
業
務
委
託
料
に
つ
い
て

④
小
型
無
人
機
「
ド
ロ
ー
ン
」
導
入
に
つ
い
て

①
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
の
世
界
遺
産
推

　
薦
取
り
下
げ
と
天
草
市
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

②
新
年
度
予
算
・
商
工
費
の
内
訳
と
関
連
事
業
に
つ
い
て

③
天
草
地
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
現
況
と
今
後
の
新
施
設
の

　
計
画
に
つ
い
て

①
施
政
方
針
と
地
方
創
生
に
つ
い
て

柴
田
　
　
誠

①
子
育
て
家
族
支
援
の
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

②
特
定
不
妊
治
療
・
一
般
不
妊
治
療
に
つ
い
て

③
公
園
利
活
用
に
つ
い
て

益
田
　
政
昭

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
に
つ
い
て

②
牛
深
港
周
辺
の
開
発
に
つ
い
て

③
天
草
市
の
周
辺
部
に
お
け
る
交
通
手
段
に
つ
い
て

下
田
昇
一
郎

①
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

②
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

③
組
織
力
・
職
員
力
の
向
上
に
つ
い
て

西
村
　
尚
武

①
支
所
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い
て

②
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

本
田
　
武
志

①
平
成
28
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て
問
う

池
田
　
裕
之

①
世
界
遺
産
登
録
の
経
過
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

③
河
浦
高
校
閉
校
と
跡
地
利
用
に
つ
い
て

蓮
池
　
良
正

123456789101112

①
施
政
方
針
を
聞
い
て

②
消
防
団
員
の
確
保

③
お
も
て
な
し
の
実
践

④
水
俣
病
被
害
者
救
済

①
総
合
計
画
と
施
政
方
針
に
つ
い
て

濱
洲　

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
平
成

27
年
度
ま
で
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
予
算
を

使
っ
た
の
か
。
来
訪
者
の
推
移
は
。

観
光
文
化
部
長　

平
成
19
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
に
か
け
て
、
８
億
４
，３
４
３
万

円
を
使
用
し
て
い
る
。
来
訪
者
の
数
は
平

成
19
年
度
、
約
２
万
４
，０
０
０
人
。
平

成
20
年
度
、
約
３
万
５
，０
０
０
人
。
平

成
27
年
度
は
１
月
末
で
約
７
万
４
，０
０

０
人
。
年
々
増
加
の
傾
向
で
あ
る
。

濱
洲　

長
崎
の
教
会
群
の
信
者
の
中
に
は
、

教
会
は
お
祈
り
の
場
で
あ
り
、
神
聖
な
場

所
な
の
で
観
光
目
的
、
商
売
目
的
に
使
わ

な
い
で
欲
し
い
と
言
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ

る
が
、
世
界
遺
産
登
録
を
望
む
主
た
る
目

的
は
何
で
あ
る
の
か
。

観
光
文
化
部
長　

﨑
津
集
落
は
文
化
資
源
、

教
育
資
源
で
あ
る
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
る
事
で
歴
史
認
識
が
深
ま
り
、
次
世
代

へ
も
継
承
さ
れ
地
域
振
興
に
役
立
ち
、
結

果
、
来
訪
者
も
増
え
て
観
光
振
興
へ
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

濱
洲　

世
界
遺
産
推
薦
の
構
成
資
産
も
今

後
、
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
と
思
う
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
工
程

で
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
の
か
。

観
光
文
化
部
長　

国
内
推
薦
選
考
に
立
候

補
す
る
た
め
に
、３
月
末
ま
で
に
推
薦
書
を

提
出
す
る
。
そ
の
後
も
関
係
機
関
の
助
言

を
頂
き
な
が
ら
推
薦
書
の
改
定
作
業
に
取

り
組
み
国
内
推
薦
を
勝
ち
取
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
。

濱
洲　

中
学
を
卒
業
す
る
生
徒
が
、
地
元

の
高
校
へ
進
学
志
望
を
持
つ
よ
う
に
、
高

校
の
科
再
編
な
ど
提
言
な
ど
で
き
な
い

か
。

教
育
部
長　

天
草
地
域
の
高
校
の
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

濱
洲　

市
内
に
残
る
高
校
生
に
医
療
費
免

除
や
一
部
補
助
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

当
分
の
間
は
中
学
３
年

生
ま
で
の
助
成
と
し
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

濱
洲　

平
成
30
年
に
部
活
動
が
完
全
に
社

会
体
育
に
移
行
さ
れ
る
が
現
在
の
取
組
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

教
育
部
長　

社
会
体
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
し
市

内
全
小
学
校
を

訪
問
し
部
活
動

の
実
態
把
握
や

地
域
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
等
の
視

察
を
行
っ
て
い

る
。

【
市
と
地
域
の
高
校
と
の
つ
な
が
り
】

【
小
学
校
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行
は
】牛深クリーンセンター

【
４
月
か
ら
変
わ
る
医
療
の
値
段
】

【
小
型
無
人
機
「
ド
ロ
ー
ン
」
の
導
入
を
】

【
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
】

【
天
草
宝
島
物
産
公
社
に
つ
い
て
】



柴
田　

天
草
市
の
子
育
て
支
援
の
状
況
、

①
専
門
職
の
人
数
②
配
偶
者
や
家
族
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
③
母
親
か
ら
の
相
談
体
制
④

産
後
の
ケ
ア
に
つ
い
て
。　

健
康
増
進
課
長　

①
保
健
師
14
名
、
管
理

栄
養
士
6
名
、
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
・

心
理
判
定
員
、
各
１
名
、
看
護
師
９
名
、

乳
児
訪
問
員
２
名
。
②
妊
娠
中
、
育
児
中

の
支
援
に
役
に
立
つ
よ
う
に
「
パ
パ
手

帳
・
孫
育
て
手
帳
」
の
配
布
を
し
て
い

る
。
③
電
話
相
談
、
要
望
に
応
じ
家
庭
訪

問
を
行
っ
て
い
る
。
④
医
療
機
関
と
連
携

を
図
り
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

柴
田　

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
祝
っ
て
「
天

草
市
赤
ち
ゃ
ん
ギ
フ
ト
」
と
し
て
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
で
き
な
い
か
。
（
お
む
つ
、
お

し
ゃ
ぶ
り
、
母
親
の
た
め
の
母
乳
パ
ッ

ド
、
生
理
用
品
な
ど
）

健
康
増
進
課
長　

赤
ち
ゃ
ん
ギ
フ
ト
は
個

人
的
な
好
み
も
あ
る
の
で
考
え
て
い
な

い
。

柴
田　

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
負
担
軽

減
、
家
族
支
援
と
し
て
、
新
生
児
の
検
査

の
費
用
を
天
草
市
で
負
担
で
き
な
い
か
。

市
長　

天
草
市
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
が
健

や
か
に
育
つ
た
め
に
平
成
28
年
度
中
の
実

施
に
向
け
て
取
り
組
む
。

柴
田　

公
園
遊
具
の
安
全
性
、
事
故
の
対

応
に
つ
い
て
。
足
ツ
ボ
健
康
ロ
ー
ド
の
設

置
は
で
き
な
い
か
。

建
設
部
長　

目
視
、
触
診
な
ど
日
常
点

検
、
定
期
点
検
を
行
っ
て
い
る
。
外
観
か

ら
確
認
で
き
な
い
点
検
は
専
門
業
者
に
依

頼
し
て
い
る
。
事
故
に
つ
い
て
は
市
民
総

合
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。
先
進
地
の
活

用
状
況
な
ど
図
り
な
が
ら
対
応
す
る
。

柴
田　

公
園
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
で
き
な

い
の
か
。

建
設
部
長　

公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
支

援
事
業
に
基
づ
き
意
見
を
確
認
し
た
う
え

で
実
施
し
て
い
く
。

浜
崎　

総
合
戦
略
（
地
方
創
生
）
は
、
地
域

の
実
態
と
要
求
を
踏
ま
え
、
知
恵
を
出
し
工

夫
も
し
、
地
域
戦
略
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
（
下

の
者
が
色
々
意
見
を
出
し
合
い
物
事
を
決
め

て
広
め
て
い
く
こ
と
）
で
つ
く
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
も
、
住
民
の

声
・
要
望
を
述
べ
る
。
農
業
の
振
興…

基
盤

強
化
、
農
業
機
械
の
導
入
、
農
業
施
設
の
長

寿
命
化
を
推
進
、こ
れ
ら
を
行
う
こ
と
で
農

業
経
営
の
負
担
増
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

経
済
部
長　

経
営
規
模
拡
大
や
収
益
増
に

つ
な
が
る
。

浜
崎　

水
産
業
の
振
興…

３
月
６
日
、
﨑

津
地
区
に
お
い
て
水
産
物
直
売
所
が
オ
ー

プ
ン
、
水
産
物
直
売
所
を
他
の
地
域
で
も

開
設
を
行
う
べ
き
。

経
済
部
長　

漁
協
と
一
緒
に
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

浜
崎　

新
規
就
漁
者
支
援
制
度…

後
継
者

対
策
に
こ
そ
力
を
入
れ
る
べ
き
。

経
済
部
長　

関
係
者
と
支
援
体
制
を
検
討

す
る
。

浜
崎　

魚
価
安
定
価
格
の
対
策
と
し
て
一

時
的
に
保
管
し
、
出
荷
調
整
で
き
る
蓄
養

施
設
を
要
望
。
海
を
航
行
す
る
者
に
と
っ

て
命
を
守
る
光
波
標
識
の
廃
止
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
天
草
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
策
を
持
っ
て
い
る
か
。

経
済
部
長　

関
係
者
と
支
援
・
検
討
を
行

っ
て
い
く
。

浜
崎　

商
業
の
振
興…

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
は
引
き
続
き
実
施
し
、
店
舗
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
へ
拡
充
し
、
中
心
商

店
街
の
空
き
店
舗
の
状
況
を
調
査
し
、
漁

協
水
揚
げ
所
跡
地（
牛
深
）を
含
む
利
活
用

を
行
い
、
本
渡
銀
天
街
な
ど
を
含
む
都
市

計
画
事
業
と
一
体
で
行
う
べ
き
。

経
済
部
長　

今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
る
。

浜
崎　

老
朽
危
険
家
屋…

危
険
家
屋
の
把

握
と
対
策
。

経
済
部
長　

６
４
５
棟
あ
る
。
緊
急
措
置

と
し
て
防
護
柵
を
設
置
。
経
費
は
所
有
者

判
明
時
に
請
求
。

浜
崎　

大
学
と
の
連
携…

基
幹
産
業（
農
・

漁
業
）
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
専
門
大
学

と
の
連
携
協
定
を
行
う
べ
き
。
研
究
施
設

の
誘
致
・
研
修
を
。

経
済
部
長　

長
崎
大
学
（
水
産
学
部
）
と

協
議
を
進
め
て
い
く
。
水
産
講
座
・
研
修

が
期
待
で
き
る
。

浜
崎　

学
校
教
育…
平
成
28
年
度
か
ら
市

内
全
て
の
小
学
校
「
英
会
話
科
」
を
実
施
。

将
来
に
対
す
る
期
待
と
不
安
か
ら
親
の
心

理
が
あ
る
の
も
事
実
。
子
ど
も
の
発
達
に

関
す
る
最
近
の
研
究
は
、
幼
児
期
の
早
す

ぎ
る
知
的
刺
激
が
生
理
的
・
精
神
的
発
達

に
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
可
能
性
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
教
育
現
場
の
体

制
は
、
整
っ
て
い
る
の
か
。
小
学
一
年
か

ら
始
め
る
と
保
育
園
よ
り
英
語
教
育
を
取

り
入
れ
る
競
争
が
始
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
負
担
に
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
競
争
を
あ
お
る
も
の

と
考
え
て
い
な
い
。
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浜崎  義昭
議員

農
業
・
水
産
・
商
業
・
地
域
振
興
・

教
育
・
生
活
環
境
・
防
犯
に
つ
い
て

農
業
・
水
産
・
商
業
・
地
域
振
興
・

教
育
・
生
活
環
境
・
防
犯
に
つ
い
て

柴 田 　誠
議員

子
育
て
家
族
支
援
の
天
草
市
版

　
　
　
ネ
ウ
ボ
ラ
設
置
に
つ
い
て

子
育
て
家
族
支
援
の
天
草
市
版

　
　
　
ネ
ウ
ボ
ラ
設
置
に
つ
い
て

益
田　

チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
は
市
民
の
起
業

意
欲
を
刺
激
し
成
果
も
上
が
っ
て
い
る
。

こ
の
基
金
を
申
請
し
た
方
の
企
画
書
の
審

査
方
法
が
ス
タ
ー
ト
当
初
と
変
わ
っ
た
部

分
は
何
か
。

経
済
部
長　

事
業
性
・
市
場
性
・
独
創

性
・
継
続
発
展
性
・
資
金
計
画
な
ど
を
審

査
し
、
①
採
択
②
熟
慮
を
促
す
再
考
③
不

採
択
の
３
つ
で
審
査
し
た
。
そ
の
後
、
地

域
資
源
の
活
用
、
外
貨
獲
得
、
本
市
へ
の

経
済
貢
献
度
を
高
く
す
べ
く
採
点
方
式
で

審
査
し
、
補
助
金
の
交
付
額
に
反
映
す
る

方
式
に
変
更
し
た
。

益
田　

点
数
評
価
で
補
助
額
が
変
わ
る
と

資
金
計
画
・
事
業
計
画
が
大
き
く
か
わ
る
。

そ
の
時
の
サ
ポ
ー
ト
は
ど
う
す
る
の
か
。

経
済
部
長　

申
請
額
が
満
額
出
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
補
助
金
あ
り
き
で
は
な
く
、

事
業
計
画
・
資
金
計
画
を
練
り
直
す
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
く
。
本
人
の
事
業
に
対
す

る
熱
意
や
熟
知
度
が
重
要
だ
。

益
田　

旧
岡
東
漁
協
跡
地
の
開
発
条
件
は

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
。

経
済
部
長　

国
の
補
助
事
業
に
よ
り
県
が

整
備
し
た
漁
港
施
設
用
地
の
た
め
、
本
来

の
目
的
以
外
の
施
設
は
建
設
で
き
な
い
。

「
完
成
漁
港
」
と
し
て
「
漁
港
施
設
用
地

の
有
効
利
用
通
知
」に
基
づ
く
方
法
が
あ
る
。

益
田　

漁
協
跡
地
の
開
発
プ
ラ
ン
は
地
元

の
意
見
を
重
要
視
し
て
ほ
し
い
。
プ
レ
ジ

ャ
ー
ボ
ー
ト
等
が
利
用
で
き
る
施
設
の
整

備
計
画
は
あ
る
か
。

市
長　

漁
協
跡
地
は
牛
深
の
中
心
部
で
あ

り
重
要
な
場
所
だ
。
今
の
状
態
に
危
機
感

を
覚
え
る
。
自
分
の
考
え
を
早
く
表
明
し
、

将
来
に
向
け
て
の
地
元
の
皆
様
の
意
見
を

期
待
す
る
。

経
済
部
長　

現
在
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用

の
施
設
整
備
計
画
は
な
い
。
熊
本
県
・
漁

協
と
の
協
議
が
必
要
。

益
田　

観
光
客
の
増
加
・
経
済
交
流
活
性

化
の
た
め
フ
ェ
リ
ー
の
一
艘
体
制
を
二
艘

体
制
に
す
る
た
め
、
行
政
の
補
助
は
で
き

な
い
か
。

市
長　

船
の
取
得
に
は
十
億
の
費
用
が
か

か
る
。
ま
た
、
運
航
に
か
か
る
経
費
を
考

え
る
と
実
現
は
難
し
い
。
し
か
し
本
航
路

は
南
の
玄
関
口
と
し
て
最
重
要
航
路
で
あ

り
離
島
航
路
運
営
費
等
の
補
助
金
の
可
能

性
を
協
議
中
だ
。

益
田　

天
草
市
周
辺
部
で
は
、
人
口
減

少
・
高
齢
化
が
進
行
し
、
交
通
手
段
に
困

っ
て
い
る
。
地
域
に
特
化
し
た
交
通
手
段

「
交
通
特
区
」「
専
用
車
配
備
」「
買
い
物

サ
ポ
ー
ト
券
」
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

地
域
振
興
部
長　

極
端
な
交
通
不
便
地
域

に
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
年
に
最
大
48
枚

交
付
し
て
い
る
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な

ど
試
験
運
行
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
特
区

や
専
用
車
配
備
・
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
券
は

民
間
の
動
き
も
考
え
、
今
後
協
議
し
て
い

く
。

益田  政昭
議員

チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
に
つ
い
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
に
つ
い
て
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【
公
園
利
活
用
に
つ
い
て
】

【
牛
深
港
周
辺
部
の
開
発
に
つ
い
て
】

【
天
草
市
の
交
通
問
題
に
つ
い
て
】

【
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
】

下
田　

子
ど
も
の
貧
困
率
な
ど
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
中
、
学
校
給
食
は
大
変

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
天
草
市
全

体
の
半
数
以
上
を
賄
う
「
本
渡
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
」。
建
物
、
設
備
共
に
老
朽
化

が
激
し
く
一
日
も
早
い
建
て
替
え
が
望
ま

れ
る
が
今
後
の
展
望
は
。

教
育
部
長　

建
築
後
41
年
に
な
る
「
本
渡

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
は
、
市
と
し
て
も

で
き
る
だ
け
早
く
用
地
を
選
定
し
、
建
設

に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

下
田　

学
校
施
設
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

学
校
か
ら
の
要
望
状
況
と
、
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
。

教
育
部
長　

本
市
の
大
半
の
校
舎
や
体
育

館
は
、
建
築
後
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る

状
況
。
上
が
っ
て
く
る
要
望
に
対
し
て
は

現
地
確
認
後
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
性
を

第
一
に
考
え
、
優
先
す
る
も
の
か
ら
順
に

進
め
て
い
る
。
ま
た
昨
年
上
が
っ
て
き
た

要
望
の
工
事
額
は
、
概
算
で
約
12
億
円
が

見
込
ま
れ
、
実
施
し
た
修
繕
及
び
工
事
額

は
７
，８
３
４
万
円
と
な
る
。

下
田　

要
望
に
対
し
て
の
実
施
額
に
こ
れ

だ
け
の
開
き
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
安
心
し

て
産
み
育
て
る
環
境
と
は
言
え
な
い
。
こ

の
差
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
な
抜
本
的
な
予

算
配
分
を
含
む
舵
取
り
を
お
願
い
す
る
。

下
田　

小
学
校
運
動
部
活
動
社
会
体
育
移

行
に
よ
る
指
導
者
不
足
の
解
消
や
各
種
大

会
の
誘
致
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
に
も

繋
が
る
各
小
・
中
学
校
へ
の
可
動
式
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゴ
ー
ル
設
置
等
の
環
境

整
備
は
出
来
な
い
か
。

市
長　

ご
提
案
の
取
り
組
み
は
一
般
か
ら

の
指
導
者
の
協
力
を
い
た
だ
く
環
境
づ
く

り
に
な
る
と
考
え
る
。
今
後
は
地
域
と
の

協
議
の
中
で
拠
点
施
設
と
位
置
づ
け
る
体

育
館
に
お
い
て
は
計
画
的
に
施
設
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
く
。

下田昇一郎
議員

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

建築後40年を超え建物、設備共に老朽化が激しい
「本渡学校給食センター」。
天草市全体の給食供給数７,３９１食中４,０００食以上
を賄う施設だけに1日も早い建設が望まれる。

　

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は…

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
「
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
場
所
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。 

同
国
の
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
参
考
に
し
た
、
妊
娠
か

ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
切
れ
目
な
く
相
談
に
応
じ
、

支
援
す
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、
厚
労
省
に
よ
る
と
全
国
で
約
１
５
０
市
区
町

村
が
独
自
に
設
置
し
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

ネ
ウ
ボ
ラ 

で
検
索
。



観光ルートの起点となる道の駅 有明「リップルランド」

本
田　

今
回
の
大
雪
に
よ
る
不
知
火
（
デ

コ
ポ
ン
）
の
被
害
状
況
と
寒
害
に
対
す
る

屋
根
掛
け
ハ
ウ
ス
の
有
効
性
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

倒
壊
ハ
ウ
ス
復
旧
の
た
め
に
も
、
本
格
的

ハ
ウ
ス
（
連
棟
）
へ
の
有
利
な
補
助
制
度

が
必
要
と
思
う
が
。

市
長　

市
内
で
66
件
３
億
７
，０
０
０
万

円
の
被
害
が
あ
っ
て
い
る
、
寒
害
防
止
と

し
て
屋
根
掛
け
ハ
ウ
ス
は
、
非
常
に
有
効

と
認
識
し
て
い
る
。
本
格
的
な
ハ
ウ
ス
へ

も
、
国
の
補
助
制
度
を
利
用
し
、
有
利
な

補
助
と
な
る
よ
う
、
事
業
採
択
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
所
で
あ
る
。

本
田　

天
草
な
ら
で
は
の
広
域
観
光
ル
ー

ト
と
は
。
ま
た
、
天
草
市
の
玄
関
口
と
し

て
、
リ
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
へ
の
看
板
設
置
な

ど
取
り
組
め
な
い
の
か
。

市
長　

「
道
の
駅
」
を
巡
る
ル
ー
ト
を
考

え
て
い
る
。
す
で
に
あ
る
リ
ッ
プ
ル
ラ
ン

ド
や
海
彩
館
の
ほ
か
に
、
﨑
津
集
落
ガ
イ

ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
や
五
和
の
仮
称
イ
ル
カ

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
整
備
し
、
全
体
で
は
、

７
カ
所
程
度
の
「
道
の
駅
」
と
し
、
観
光

の
周
遊
性
を
高
め
た
い
。
ま
た
、
そ
の
起

点
と
し
て
の
リ
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
の
看
板
設

置
に
取
り
組
む
。

本
田　

交
通
弱
者
対
策
と
し
て
の
、
「
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
」
の
実
証
実
験
結
果
は
。

そ
し
て
、
来
年
度
の
計
画
は
。

市
長　

昨
年
、
牛
深
町
の
下
須
島
に
お
い

て
行
っ
た
実
証
実
験
で
は
、
定
時
定
路
線

で
運
行
す
る
公
共
交
通
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

の
低
さ
を
感
じ
た
。
平
成
28
年
度
は
、
新

和
地
域
に
お
い
て
、
試
験
的
運
行
を
予
定

し
て
い
る
。
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本田  武志
議員

平
成
28
年
度

　
　
　
施
政
方
針
に
つ
い
て

平
成
28
年
度

　
　
　
施
政
方
針
に
つ
い
て

蓮
池　

各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
で
、
消
防

団
は
ど
う
い
う
意
義
を
も
っ
て
、
ど
う
い

う
活
動
状
況
か
。
実
際
の
火
災
で
は
、
先

日
も
消
火
す
る
ま
で
相
当
の
時
間
を
要
し

た
。
火
災
の
原
因
解
明
や
消
火
活
動
の
検

証
等
が
さ
れ
る
が
、
火
元
の
特
定
と
広
報

の
課
題
、
消
防
水
利
の
確
保
で
も
課
題
が

あ
る
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
消
防
水
利
を

確
保
す
る
こ
と
を
平
時
か
ら
考
え
て
お
く

こ
と
が
大
切
。

総
務
部
長　

地
域
の
安
心
・
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
組
織
。

ま
た
、
地
域
文
化
・
伝
承
の
継
承
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
振
興
に
も
大
き

な
役
割
を
も
ち
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
中

心
的
存
在
。
消
防
団
は
、
火
災
や
地
震
及

び
風
水
害
等
の
災
害
時
に
備
え
、
消
防
資

機
材
の
点
検
や
方
面
隊
ご
と
に
全
体
訓
練

や
各
訓
練
を
行
い
有
事
に
備
え
て
い
る
。

ま
た
、
春
季
・
秋
季
の
火
災
予
防
運
動
期

間
等
に
火
災
予
防
啓
発
を
行
う
。

蓮
池　

定
数
と
実
際
の
充
足
状
況
を
お
聞

き
す
る
。
地
域
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

消
防
団
員
定
数
も
弾
力
的
に
運
用
さ
れ
て

大
丈
夫
か
。
少
な
く
と
も
消
防
団
の
機
能

が
維
持
で
き
る
人
員
確
保
が
最
低
限
の
要

か
。

　

地
域
内
事
業
所
に
消
防
団
員
へ
の
呼
応

を
お
願
い
さ
れ
、
実
際
に
は
ど
の
程
度
の

職
場
企
業
か
ら
協
力
い
た
だ
け
て
い
る

か
。
ま
た
、
天
草
市
役
所
自
体
は
、
協
力

事
業
所
と
し
て
自
他
と
も
に
認
め
ら
れ
て

い
る
か
。
個
々
の
市
職
員
の
段
階
で
の
消

防
団
加
入
へ
の
判
断
に
、
若
年
層
が
働
い

て
い
る
職
場
が
無
関
心
で
い
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
思
う
。

総
務
部
長　

定
数
は
、
基
本
団
員
３
，０

０
０
人
、
機
能
別
団
員
３
０
０
人
。
今
年

１
月
末
で
充
足
率
は
、
98・３
％
と
52
％
。

市
職
員
の
団
員
数
は
２
４
５
人
。
積
極
的

に
勧
め
て
い
き
た
い
。
定
数
は
、
合
併
時

３
，２
０
０
人
だ
っ
た
が
、
平
成
24
年
度

に
機
能
別
団
員
制
度
導
入
し
、
定
数
改
正

し
た
。
協
力
事
業
所
に
は
50
事
業
所
登
録
。

池
田　

登
録
取
り
下
げ
の
伝
達
の
中
で

「
文
化
庁
で
は
、
い
く
つ
か
の
対
応
策
の

中
か
ら
、
登
録
へ
の
最
善
・
最
短
の
手
法

を
検
討
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

他
の
世
界
遺
産
候
補
よ
り
少
し
優
先
権
が

あ
る
と
理
解
し
た
が
。
文
化
庁
も
含
め
推

薦
書
作
成
の
判
断
違
い
が
あ
っ
た
と
思
う

が
。
長
崎
県
で
は
、
長
崎
県
民
会
議
が
組

織
さ
れ
県
全
体
で
の
応
援
体
制
が
あ
る
が

熊
本
県
の
体
制
は
充
分
か
。

観
光
文
化
部
長　

文
化
庁
も
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
頂
く
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

長
崎
県
の
教
会
群
を
世
界
遺
産
へ
と
い
う

活
動
か
ら
出
発
し
て
お
り
教
会
建
築
に
比

重
が
置
か
れ
た
の
は
事
実
と
受
け
取
っ
て

い
る
。
熊
本
県
と
し
て
出
来
る
こ
と
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
頂
く
よ
う
要
望
し
て

行
く
。

池
田　

河
浦
有
線
放
送
を
設
置
し
た
経
験

か
ら
職
員
で
の
機
能
や
送
受
信
装
置
を
選

定
・
施
工
管
理
す
る
の
は
難
し
い
と
思
う

が
。
見
積
書
と
入
札
価
格
の
差
が
大
き
い

理
由
は
。
地
域
放
送
の
内
容
は
統
一
す
る

の
か
。

総
務
部
長　

施
工
管
理
業
務
は
精
通
し
た

コ
ン
サ
ル
に
委
託
し
た
い
。
予
算
３
，０

０
０
万
円
を
計
上
。
予
定
価
格
は
設
計
提

案
の
点
数
の
高
か
っ
た
企
業
体
の
見
積
も

り
を
参
考
に
し
た
。
地
域
放
送
は
、
地
域

で
決
め
て
欲
し
い
。

池
田　

河
浦
高
校
は
、
河
浦
の
３
カ
村
に

よ
る
学
校
組
合
立
一
町
田
農
業
高
等
学
校

と
し
て
発
足
し
て
い
る
。
町
立
高
校
と
し

て
の
愛
着
が
強
い
。
跡
地
利
用
の
申
し
出

は
。
優
勝
杯
な
ど
支
所
等
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
に
保
管
し
た
い
が
。　

市
長　

跡
地
利
用
は
地
元
要
望
が
あ
れ
ば

市
と
し
て
協
力
し
て
行
く
。
学
校
の
歴
史

物
は
、
保
存
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
で

市
で
管
理
も
可
能
と
考
え
る
。　

池田  裕之
議員

世
界
遺
産
登
録
の
経
過
と

　
　
　
　
　
　
　
取
組
に
つ
い
て

世
界
遺
産
登
録
の
経
過
と

　
　
　
　
　
　
　
取
組
に
つ
い
て

蓮池  良正
議員

消
防
団
員
の
確
保

　
　
　
安
心
安
全
を
支
え
る
役
割

消
防
団
員
の
確
保

　
　
　
安
心
安
全
を
支
え
る
役
割

詳細はホームページで動画配信しています。 検索天草市議会 一 般 質 問
西
村　

支
所
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

市
内
全
域
の
一
体
的
な
発
展
の
た
め
に
拠

点
支
所
を
。

市
長　

現
在
の
各
支
所
の
状
況
は
、
行
政

区
長
等
の
方
々
に
検
証
を
実
施
し
た
結

果
、
「
対
応
が
早
く
な
っ
た
」
等
の
意
見

が
あ
っ
た
。
現
状
、
一
般
財
源
の
大
幅
な

減
少
が
想
定
さ
れ
る
中
、
効
率
的
で
、
か

つ
効
果
的
な
行
政
運
営
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の
支
所
の
充
実
や

市
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
等
、
行
政
運
営
の
組

織
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
域
の

ゾ
ー
ン
化
、
拠
点
支
所
の
配
置
に
つ
い
て

は
検
討
す
べ
き
重
要
性
が
あ
る
と
思
う
。

西
村　

本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
。

十
分
な
機
能
を
備
え
た
本
庁
舎
の
建
設
を
。

市
長　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
新
庁
舎

の
建
設
事
業
費
を
公
示
し
た
時
点
か
ら
、

毎
年
、
労
務
単
価
が
16
・
７
％
上
昇
し
て

お
り
、
熊
本
県
内
の
普
通
作
業
員
単
価
に

お
い
て
は
20
％
も
上
昇
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
建
設
資
材
に
お
い
て
も
上
昇
し
て

い
る
。
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
や
今
後
の

社
会
情
勢
を
考
え
る
と
非
常
に
厳
し
い
状

況
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の
人
口
や

職
員
数
の
減
少
を
考
慮
し
て
新
庁
舎
の
規

模
を
大
幅
に
縮
小
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

新
庁
舎
建
設
後
、
一
定
期
間
は
近
隣
の
公

共
施
設
や
支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
、
新
庁
舎
に
機
能
を
集
約
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
市
の
本
庁
機

能
と
し
て
は
本
庁
集
約
型
が
本
来
あ
る
べ

き
姿
だ
と
も
認
識
し
て
お
り
、
で
き
れ
ば

職
員
数
に
併
せ
て
10
年
ぐ
ら
い
を
目
途
に
、

本
庁
機
能
を
集
約
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
議
員
要
望
の
「
市
の
庁
舎
は
防

災
拠
点
施
設
で
あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

中
心
施
設
で
あ
る
」。
こ
れ
は
、
市
庁
舎

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
要
件
の
一
つ
で
、

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
事
業
を
進
め
て
い

く
。

西村  尚武
議員

支
所
機
能
の
あ
り
方
・

　
　
　
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

支
所
機
能
の
あ
り
方
・

　
　
　
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

【
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
】

新庁舎イメージ図

平成28年度をもって閉校となる河浦高等学校

【
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
】

【
河
浦
高
校
に
つ
い
て
】

【
消
防
団
員
充
足
状
況
と
努
力
方
向
】
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政務活動報告
　天草市議会では、議員が政策調査研究等の活動のために支出する費用として、条例等を
定め、政務活動費を支給しています。例えば、類似市の政策について行政視察を行う場合
は、会派制を導入していることから、基本的に会派で視察を行いますが、議員個人として
行う一般質問等における政策提言の参考にもされています。
　なお、政務活動費は使途基準を定め、収支報告の際には報告書及び領収書の添付が義務
付けられています。

天政会（本田武志・脇島義純・池田裕之・中村三千人・西村尚武・勝木幸生・宮下幸一郎）

西之表市　
相続未登記農地の農地流動化
対策について

　全国的に相続未登記農地が農地流動化の阻害
要因となっている。西之表市と農業委員会では、
農業地帯のモデル地区として農地中間管理事業
に選定し、利用集積活動を行った。親族過半数
の同意で貸し付け可能な5年間の利用権設定で進
め、農業委員会が「相続関係説明図」を作成し
た結果、総面積の「20%以上」を「地域集積」
し、担い手に貸し付けた。
　今後も同地区で5割以上の目標に地域集積を進
めるとともに、他の地区でも同様の取り組みを
進める方針である。
　

視察報告

　「農地中間管理事業」は貸借の合意が必要で
ある。相続未登記農地が虫くい状態で残ると
「地域集積協力金」の対象となりにくい。今後、
新しい農業委員会の取り組みが、大型の営農組
織が設立される中、相続未登記農地の流動化へ
向けて、積極的に取り組めるのか注視したい。

視察を終えて

南種子町　
種子島宇宙センターがもたらす観光効果と
宇宙留学の果たす役割について

　これまで、H２型ロケットが当センターより打ち上げられた
のは本年2月17日「ひとみ」で30号機となった。その都度、
数万人の観光客が技術の最先端を堪能するために上陸する。　
　発射台から3ｋｍ離れた見学スペースは身動きが取れないほ
どの見学者で埋まってしまう。観光産業を中心にあらゆる波及
効果がみられるのは言うまでもない。
　また、宇宙留学は年間限定50人を、町内７小学校の複式学
級防止対策で始めた。募集初日に70通以上の応募で締め切る
人気ぶりである。国内に田舎・地方留学制度はあるが、宇宙留
学という言葉の持つインパクトと魅力に心を踊らされる。また、
その受け皿となる里親の受け入れ
体制は万全を期している。

視察報告

　種子島宇宙センターの進出が、
少子化対策等の多様な事業に効果が見られるなど、島全体への
波及効果をもたらしている。島にあるものを磨き上げることを
優先して、現状に見合う環境整備に徹するなど、過度の整備を
求めない姿は見習うべきと感じた。
　天草本来の魅力や強みがどこにあるのかをもう一度見つめ直
し、天草「宝島」の魅力を発信していきたい。

視察を終えて

創和会（鎗光秀孝・松江雅輝・船辺　修）、新風天草（古賀源一郎・濱洲大心）、中尾友二

長崎県立五島高校「衛生看護科」
衛生看護科設置の経緯、効果と課題について

　天草市では市立病院4施設と看護学校1校を抱えてお
り、今後の市立病院と看護学校との関わり方について、
参考にするため視察を行った。
　衛生看護科設置の経緯は、昭和48年に設置され、本
年度で43年目を迎える。定員は各学年40名で、現在
は、1年生25名・2年生30名・3年生20名で、各学年
10名程度が島外から来ており、准看護師試験合格率は、
ほぼ100％であるとのことであった。また県立高校で
看護科があるのは、日本では奄美と五島だけである。
　衛生看護科のメリットは、高校卒業と同時に准看の受
験資格が得られ、短大や専門学校に進むことで、高校入
学から最短の5年間で看護師国家資格を受験でき、長崎
県・五島市・五島中央病院からの奨学金制度も利用でき
ること。
　課題としては、臨床のスタッフ自体が不足しているの
で実習先や看護教諭の確保が難しいとのことであった。
　また、同校には、離島振興法の援助を受けて普通科ス
ポーツコースが設けられ、各学年20名程度の枠で全国
に公募しておられた。スポーツコースは、陸上・柔道・
剣道があり各種大会でも好成績をおさめておられた。

視察報告

　現在、本市の中学新卒者で看護師を目指す場合、ほと
んどの生徒たちは島外、もしくは県外の看護コースのあ
る高校へ進学しており、卒業後の市内への就職も少ない
のが現状である。
　市内の高校に看護コースを創設し、市立の看護専門学
校や４つの市民病院とも連携を図ることができれば、前
述したような現状が少しは改善するのではないかと思う。
　また、看護コースやスポーツコースなど特色ある高校
が市内にあれば、人口の流出にも歯止めがかかるととも
に、人口の増加にもつながるのではないかと強く感じた。

視察を終えて

政友会（浜﨑昭臣・平山泰司）、創和会（船辺　修）、柴田　誠

沖縄県宮古市（宮古島観光協会）
観光振興について

　毎年観光客は増加して
いるが、冬場は減少する
とのことで、冬場対策で
マラソンなどのイベント
を開催しているとのことだった。特にマラソンは小
学生にスタッフとして協力してもらうなど、オール
宮古で頑張っている。外国人の観光客も年々増加し
ているので県の通訳士制度を活用し、地元で通訳士
を募集し報酬を支払っているとのこと。今後は、教
育旅行や、大学・社会人のスポーツキャンプの誘致
に力を入れていきたいとのこと。

視察報告

　天草市もオール天草でスポーツイベントに小学生
に協力してもらうなどのボランティアや通訳の確保、
修学旅行（教育旅行）の受入れにさまざまな分野の
方と協議、計画していくことが必要である。

視察を終えて

沖縄県那覇市
障がい者雇用及び求人支援について

　株式会社アイエスエフネットライフ沖縄（沖縄事業所）で
は、障がい者や就労困難者への就労支援をし、最終的に社会
で自立するように目的を持って支援している。相手の強みを
理解し、ご両親からヒントをもらい、いろいろな仕事を試し、
可能性を広げ、そして訓練に時間をかけてやりがいのある仕
事を目指して、ご両親の望む姿にしていきたいとのこと。

視察報告

　天草市とアイエスエフネットグループは、昨年4月に「就
労困難者雇用促進に関する協定」を締結し、障がい者やひき
こもりの方、生活保護者など、働きたいのに働きづらい全て
の人が働ける「ユニバーサル就労」実現に向けて取り組んで
おり、去る4月8日に株式会社アイエスエフネットライフ天
草が五和町旧御領鬼池小学校校舎内に開設された。
　今後は、天草市でも就労できるように、就労環境等の整備
などを市民、企業などに協力を求め、雇用創出につながるよ
うに協力していきたいと思った。

視察を終えて

市民クラブ（大塚基生・益田政昭）

愛知県豊橋市
デンソートマト栽培プロファーム実証ハウス

　天草市の基幹産業である農業において、従事者の減
少・高齢化といった問題がある。また、TPPなどを考
えたとき、強い農業・儲かる農業を見据えた生産の効率
化・安定化・付加価値の向上等を図る必要がある。
　今回視察を行った㈱デンソーでは、種苗会社と共同で
プロファームを活用した農業支援事業を行っており、今
回はトマト栽培プロファーム実証ハウスを視察した。
　このプロファームでは、ハウス設計から見直しを行い、
太陽光を最大限に取り入れきめ細やかな温湿度管理を行
うなど、環境制御技術と栽培技術を融合させ、トマトの
収穫量日本一である60t／10aを目指した栽培が行わ
れていた。

視察報告

　県内でも八代や大津など２～３カ所でプロファームを
導入した栽培が行われているが、施設建設費が10aあ
たり3,000万円～4,000万円と個人農家での取り組み
には限界があると思われる。
　しかしながら、農業生産法人を設立するなどして取り
組めば、生産流通・販売のコスト削減も可能になるなど、
トマトの主力生産地として市場からの注目度も増し、天
草農業の核となりうると感じた。

視察を終えて

衛
生
看
護
科
実
習
施
設

政友会視察

　天草市議会では、平成27年度に各種団体の皆さまと意見交換会を
実施し、各種団体よりいただいた意見を集約し、平成28年3月18日
に市長へ検討されるよう要望を行いました。

要望書を
提出しました！
要望書を
提出しました！



　

平
成
28
年
度
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
。

出
だ
し
早
々
４
月
14
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
大
き
な
揺
れ
が
襲
っ
た
熊
本
地

震
。
多
数
の
死
傷
者
が
発
生
し
、
そ
の

後
も
続
く
余
震
に
多
く
の
人
々
が
不
安

な
日
々
を
過
ご
さ
れ
、
大
き
な
傷
跡
を

残
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
あ
ま
り
に

も
大
き
い
被
害
状
況
に
驚
き
自
然
の
猛

威
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

今
回
、
身
近
で
震
災
が
起
き
自
ら
も
地

震
を
体
験
し
、
一
晩
中
揺
れ
が
続
く
不

安
な
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
で
、
改
め
て

地
震
の
怖
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
先
の
見
え
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
私
達
に
出
来
る
事
を
考

え
、
行
動
を
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。　
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私
は
、
天
草
で
生
ま
れ
、
17
年
間

天
草
で
育
ち
ま
し
た
。
現
在
高
校
で

は
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
陸
上
競
技
部

に
所
属
し
、
砲
丸
投
げ
で
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
を
目
ざ
し
、
日
々
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
天
草
と
い
う
と
こ
ろ
は

綺
麗
な
海
に
囲
ま
れ
、
気
候
も
よ

く
、
と
て
も
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
で

す
。
特
に
天
草
の
刺
身
は
私
の
大
好

物
で
す
。
私
は
天
草
に
対
し
て
故
郷

と
し
て
の
愛
情
が
あ
る
の
で
、
将
来

天
草
に
帰
っ
て
き
て
生
涯
を
過
ご
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
大
好
き
な
天
草
で
す
が
、

現
在
、
天
草
市
の
数
多
く
の
中
学
生

が
地
元
か
ら
離
れ
た
熊
本
市
内
の
高

校
や
、
県
内
外
の
部
活
動
の
強
豪
校

に
進
学
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
草

市
内
の
高
校
に
進
学
し
て
も
、
大
部

分
は
卒
業
後
天
草
市
外
の
大
学
や
短

大
、
専
門
学
校
に
進
学
し
て
い
ま

す
。
就
職
す
る
高
校
生
も
多
く
は
天

草
市
外
に
出
て
行
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

そ
れ
は
天
草
市
内
で
進
学
す
る
大

学
、
就
職
で
き
る
職
場
が
少
な
い
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
市
や
市
議
会
の

皆
さ
ん
に
は
、
天
草
の
自
然
を
生
か

し
た
レ
ジ
ャ
ー
、
観
光
の
Ｐ
Ｒ
活
動

や
、
大
学
、
企
業
の
誘
致
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
若
者
が

外
に
出
て
い
か
な
く
て
も
天
草
で
就

職
、
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
是
非
と
も
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
も
将
来
地
元
に

貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
、
有
明
町
に
生
ま
れ
そ
し
て

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
有
明
町
に
は
、

リ
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
と
四
郎
ヶ
浜
が
あ

り
、
夏
に
は
熊
本
市
内
や
県
外
か
ら

も
多
く
の
観
光
客
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
し
か
し
、
冬
場
に
な
る
と
観

光
客
は
激
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
、
冬
で
も
観
光
客
が

訪
れ
た
い
と
思
う
天
草
に
す
る
こ
と

が
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
冬
に
し
か
採
れ
な
い
作
物
や
美

味
し
い
海
産
物
、
例
え
ば
、
デ
コ
ポ

ン
に
代
わ
る
新
た
な
柑
橘
類
の
開
発

や
牡
蠣
小
屋
の
設
置
な
ど
を
支
援

し
、
全
面
的
に
宣
伝
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
。

 

次
に
、
宿
泊
施
設
の
充
実
で
す
。

天
草
に
は
温
泉
も
数
多
く
あ
る
の

で
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
施
設
を
増
や

す
こ
と
で
集
客
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
、
天
草
の
渋
滞
緩
和
の
た
め

に
新
た
な
橋
の
建
設
を
望
み
ま
す
。

　

そ
う
し
た
施
策
を
打
ち
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

天
草
に
呼
び
込
み
、
仕
事
が
増
え
、

相
乗
効
果
と
し
て
天
草
に
移
住
し
た

い
と
思
う
人
も
出
て
く
る
と
思
う
の

で
す
。
結
果
、
人
が
増
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
天
草
に
活
気
が
出
て
く
る

は
ず
で
す
。
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天草高等学校　３年

石 揚 　翔さん
天草工業高等学校　３年

河内　仁志さん

　平成２８年熊本地震によって犠牲になられた方々に哀悼の意を表するとともに、
被災されました皆様へお見舞い申し上げます。 天草市議会議員一同
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